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関である TRPAと MBAの BOとしての存在と、それぞれの CAを抽出した。これらの組織構造の
解明ははじめてのことであり、CIFの適用事例であるということを、具体的な形で明示した事
例は過去にない。また、どちらの地域も、STのフレームワークは CIFを意図的に実装せずに
確立されたため、「暗黙の CIF(Implicit CIF)」であると定義され、成功した STフレームワー
クの確立戦略は、暗黙の CIFの存在に基づいている可能性があることが示された。これは、今
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